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第三二回那覇市議會（臨時會）

亊務顛末

招集　一九五四．一．一八

開催年月日　一九五四．一．二一

會期　一日間

備考

市町村自治法第四一条による議會招集請求　一九五四．一．八

一．本會議　一九五四．一．二一　自　午后二時　至　午后三時半

本日の會議亊件並びにその顛末左の通り
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――― ― ―――

二．亊務處理顛末

１．議會の議決を得た決議案その他送付

一九五四．一．二一．那議第七號にて市長宛

２．市町村自治法第六十五条の規定による陳情書の送付並びに陳情代表者への陳情書採択通知（泊埋立地使用割當に関する陳情）

一九五四．二．一七．那議第四二号にて受入委員會宛

一九五四．一．二三．那議第四二号にて宮里勝宛

３．市町村自治法第六十三条第三項の規定による會議結果報告










那議一號

一九五四年三月　日

那覇市議會議長

真栄田世勲

琉球政府行政主席　那覇市長　宛

議會の結果報告について

一九五四年一月二十一日の那覇市議會（臨時會）の結果は別紙の通りであります。

右、市町村自治法第六十三條第三項の規定に基き報告致します。










第三十二回那覇市議會（臨時會）會議録

一九五四年一月二十一日、午後二時二分開会

――― ○ ―――

○市長（当間重剛君）

新しい年を迎えまして、第一回の議会を催しました處、各位の御出席を感謝致します。本日の議会は議員の請求に依りましての招集であります。市の提案と致しましては前回の諮問、特別委員会に付託せられたものであります。議員から出されました議案は市としましては極めて重大な問題であります。只然し之は私の見る所では十分検討された様に伺って居ります。どうか愼重御審議の程をお願い致します。

――― ○ ―――

○助役（嘉手納並水君）

この前の議会で部課設置条例が改正を見ましたが是に伴い人亊の異動を見ましたので新任の部課長を御紹介致して置きます

（各部課長を紹介）

――― ○ ―――

○議長（真栄田世勲君）

本日を以って、第三十二回那覇市議会を開会致します。本日の出席二十四名、欠席二名であります

――― ○ ―――

○議長（真栄田世勲君）

諸般の報告を致します。

客年十二月開催の第三十一回議会に於いて議決されました、諸案件については議長に於いて夫々亊務手續きを終えましたから報告致します。泊埋立地使用割当に関し、垣花復興期成会長宮里勝から議長宛陳情書が参って居りましたので議長は会議規則第五十九条の規定に基づき、その寫を印刷の上各位に配付すると共に、泊港臨港地区（南岸）の地域及び地区制定並びに泊埋立地受入措置に関する特別委員会にその審査を付託致しましたから、報告致します。本件に関しては後刻議題と致し特別委員長の審査経過並びに結果の報告を求めることに致します。本月十六日付で希望が丘公園（子供遊場並に駐車場）早急実現促進の件について櫻通り團長、山城思太郎外十五名から議長宛陳情書の提出がありましたので議長は会議規則第五十九条の規定に基づき各位に通告すると共に、その所管建設委員会にその審査を付託致しましたから報告致します。美栄橋地区復興発展に関する陳情については去る第三十一回議会に於いて採擇され、市町村自治法第六十五条の規定によって措置することになって居りましたので市長宛関係書類を回付致したのでありますが、本月十六日付那発第一二五號の一を以って市長から、その處理結果報告が参っております。本件に関しましては、その寫を印刷の上御手元に配付致してありますので、それに依って御了承願います。

本月十八日付で一番議員外十六名から決議案提出について議長宛文書が参っておりますので書記をして朗讀報告致させます。

（書記「新垣政二君」朗讀）

――― ○ ―――

一九五四年一月十八日

一番議員　　　親里嘉英

二番議員　　　辺野喜英興

四番議員　　　城間康昌

五番議員　　　大城鎌吉

六番議員　　　金城棟義

七番議員　　　浦崎唯治

八番議員　　　比嘉朝四郎

九番議員　　　阿波根直英

十番議員　　　備瀬知良

十一番議員　　新垣松助

十二番議員　　上原仁慶

十三番議員　　山城思太郎

十七番議員　　嘉数盛一

十八番議員　　長嶺将真

二十二番議員　渡口麗秀

二十六番議員　渡口政行

二十七番議員　佐久川長吉

那覇市議会議長

真栄田世勲殿

決議案提出について

左記亊件に関し議会の議決を得たいので次期議会に提案方事務手續き相成りたく会議規則第十五条の規定により別紙の通り決議案を提出致します。

記

決議案第一號　三市一村合併について

（別紙記載省畧）

――― ○ ―――

○議長（真栄田世勲君）

本月十九日付真議発、第六〇號を以って真和志市議会議長から都市合併に関する協議会結果通知について議長宛公文が参って居りますから書記をして朗讀報告致します。

（書記「新垣政二君」朗讀）

――― ○ ―――

真議発第六〇號

一九五四年一月十九日

真和志市議会議長

新垣正栄

那覇市議会議長

真栄田世勲殿

都市合併に関する協議会結果通知について

一月十八日當市会議員の全体協議会に於ける都市合併に関する協議の結果は左記の通りでありますから通知致します。

記

一、二市合併賛成者、一名

一、三市一村合併賛成者、四名

一、原則としては二市だが三市迄譲歩可能のもの　十一名

一、原則としては二市だが三市一村迄譲歩可能のもの　二名

一、三市合併賛成者　四名

計　二十二名

出席議員　二十二名

欠席議員　二名

――― ○ ―――

○議長（真栄田世勲君）

書記をして議案その他を配付致させます。

（書記「新垣政二君」議案其の他配付）

――― ○ ―――

○議長（真栄田世勲君）

本日の議事日程を報告致します










議亊日程第一號

一九五四年一月二十一日（木）

第一　今期議會の會期を定めること

第二　今期議會の會議録署名人選擧

第三　三市一村の合併について

（一番議員外十六名提出決議案第一号）

第四　泊港臨港区域（南岸）の地区及地域制定について

（市長提出諮問第二号）

第五　泊埋立地受入について

（市長提出諮問第三号）

第六　垣花復興期成會提出の泊埋立地使用割當に関する陳情書について

以上であります

――― ○ ―――

○本日の會議に付した亊件

　　日程第一、　今期議会の會期を定めること

　　日程第二、　今期議会の会議録署名人選擧

　　日程第三、　三市一村の合併について

（一番議員外十六名提出決議案第一號）

　　日程第四、　泊港臨港区域（南岸）の地区及地域制定について

（市長提出諮問第二號）

　　日程第五、　泊埋立地受入について

（市長提出諮問第三號）

　　日程第六、　沖縄諸島祖國復帰期成会からの日本復帰決議要請について

（二十五番議員発議）

　　日程第七、　垣花復興期成会提出の泊埋立地使用割当に関する陳情書について

――― ○ ―――

○議長（真栄田世勲君）

今期議会に於ける提出案件説明の為に議長は市町村自治法第六十一条の規定に依り、市長、助役、収入役、総務、財政、社会、建設の各部長、總務、財政　都計各課長の出席を求めます。

――― ○ ―――

○議長（真栄田世勲君）

只今から本日の会議を開きます

――― ○ ―――

○議長（真栄田世勲君）

日程第一の今期議会の會期を定める件を議題と致します。如何が取計いませうか

○比嘉朝四郎君

本日一日でやりたいと思っております

○儀間真喜君

今回の議案に対しては日程第三の三市一村合併の大きな問題が含まれて居るし、今日泊港護岸落成祝賀会があると云う通知も受けて居りますが、この三時から行われる祝賀会に臨むと云うことは、一時間でやらなければならないと云う意味に解されるし、この問題を後廻しにしてでも、いいから今日出来る丈の議案を進め、そして会期を二日とせられんことを望みます

○浦崎唯治君

この三市一村合併問題は今日に始まった問題ではないし、既に十分審議を盡した問題であって、そう時間の掛かるものではないと思います。それから四、五、六は特別委員会で愼重審議決定した問題でありまして、只これは議会に諮る丈でありまするからして、会期は本日一日丈と云う八番議員（比嘉朝四郎君）の意見に賛成致します

○大湾喜三郎君

三市一村合併の問題も、この決議文に対しては、私非常に不明な点が多々ありますので、一應これの貭疑亊項でも相当時間を取りますし、尚都市合併問題と云うものは我々那覇市民の利益並に發展に対しまして、將来に悔を残さない様にと云う点に対しましては、この決議文を明快にして結論を得なければいかんと思うのです。その意味から致しまして会期二日、二十一番議員の説に賛同致します。

○宜保為楷君

今日の日程についてですけれども三市一村合併問題については、大きな問題であると思います。都市計画亊業と、どっちが大きいか、天秤にかけるとどっこいどっこいと思う。一應は議会からの代表として、向うの代表者として上った人と話合う必要もあると思いますので二日にして貰いたいと思います。

○辺野喜英興君

私は七番議員と全く意見を同じくしております。この三市一村の合併或は隣接市町村の合併は既に論じ盡されて居ると思うのであります。だから会期を一日に決定して貰いたいと思います。

○泉正重君

皆さんは一日一日とおっしゃいますが、時間は如何ですか。若し次の護岸の祝賀会を何時からお始めになっても、よろしいと云うなら賛成致したいと思いますが、一時間でせう　失禮ですが特別委員長として微に入り細に亘って、泊港の性格を説明するにも二、三十分を要します。斯くの如く杜撰な会議を欲しません。従って二日を要求します。

○議長（真栄田世勲君）

一日説と二日説ですが、お諮り致します。これは論議の余地がないと思いますが採決に入ります。一日と二日、一日の差でありますが今期議会の会期一日と可とするものは挙手を願います。

（挙手多数）

○議長（真栄田世勲君）

多数であります。依って今期議会の会期は一日間に可決致します

――― ○ ―――

○議長（真栄田世勲君）

次日程第二の今期議会の会議録署名人の選擧でありますが、これは恒例に依りまして議長の指名で異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議がないと認めます、依って議長は十九番議員（糸数昌秀君）二十一番議員（儀間真喜君）二人を指名致します。御二人にお願いすることに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議がないと認めます、依って左様に決しました

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

次日程第三、三市一村の合併について一番議員外十六名提出決議案第一號を議題と致し書記をして議案の朗讀を致させます。

（書記「新垣政二君」議案朗讀）

――― ― ―――










決議案第一號

三市一村の合併について

那覇市、真和志市、首里市、小禄村の三市一村合併について別紙案の通り議會の議決を得たいので提案する

一九五四年一月二一日提出

一番議員　　親里嘉英

二番議員　　辺野喜英興

四番議員　　城間康昌

五番議員　　大城鎌吉

六番議員　　金城棟義

七番議員　　浦崎唯治

八番議員　　比嘉朝四郎

九番議員　　阿波根直英

十番議員　　備瀬知良

十一番議員　新垣松助

十二番議員　上原仁慶

十三番議員　山城思太郎

十七番議員　嘉数盛一

十八番議員　長嶺将真

二二番議員　渡口麗秀

二六番議員　渡口政行

二七番議員　佐久川長吉










三市一村の合併について

琉球の首都建設は独り那覇市のみでなく、全琉住民に負わされた大きな課題であり、琉球政府章典第二條に依れば「琉球政府の首都は、沖縄島の那覇市とし、住民投票によるのでなければこれを変更することができない」と謳われ首都建設は那覇市が主体となり大きい視野の下に、悔を後世に残さない様愼重に検討すべきものと考え、その前提要件たる合併問題に関しては曩に二市二村合併研究委員會が設けられ、各市村選出委員によって今月迄研究されたのであるが同委員會として未だに結論を得るに到らないのは誠に遺憾に堪えない。

首都建設は言換えれば那覇市の現在の都市計画の推進と那覇、真和志、首里、小禄以上三市一村を合併した新しい視野からの拡大された都市計画の再編でなければならない。

吾々は首都としての面積、將来の人口構成、産業、経済、文化、交通その他等總ゆる角度から検討し、尚又曩に市において招聘された工学博士石川栄耀氏の都市計画施設面に関する学術的な研究発表に依り三市一村合併の必然性を確認するものでありこの三市一村の置かれた社會的、経済的基盤は殆んど同一に近く、商工業と労働者が大多数を占め、交通量の調査結果からして同一行政下に置かるべきものと確信するものである。

依って本議會は、那覇、真和志、首里、小禄以上三市一村合併の早期実現を期し強力に促進することを茲に決議する

一九五四年一月　日

那覇市議會










○議長（真栄田世勲君）

本議題の貭疑に入ります

（上原仁慶君出席）

○大湾喜三郎君

提案者に伺います皆さんのお書きになったこの決議案でございますが「琉球の首都建設は」から五、六行目の「誠に遺憾に堪えない」という、それを前文と見て「首都建設は」から三行目の「再編でなければならない」というのが三市一村の目的、それから「我々は首都としての面積」から七、八行目の「確信するものであるというのが三市一村の内容と解しているがどうかお伺い致します。

○新垣松助君

我が那覇市の大都市計画は多年の懸案でありまして今更一市一村とかの合併問題を云々する訳がないですこれは国際都市の見地からどうしても三市一村を合併して新しい大都市を建設する意味から現在の人口の密度を緩和し、又は那覇市に於きましては那覇港を玄関口と控え又は小禄にある飛行場も那覇飛行場と命名せられ、どうしても小禄村までは合併する必要を感じましてこういう提案を致したのであります。これを石川栄耀博士の都市計画実施面に関する学術的研究を今まで要して来たことでありましてどうしても今年中に我々の任期一杯にこの三市一村の合併を実施する目的でこういう案を提案したのであります。

○親里嘉英君

議亊を進める上からもこの決議案の三市一村の合併についての市当局の見解と所信を承りたいと思っております。

○市長（当間重剛君）

那覇市の隣接市村との合併は既に十有余年を過ぎております。その当時の亊情とは多少趣を異にしております。即ち小禄村がその大半であった蔬采園が殆ど飛行場その他の軍工亊に使われております。そして小禄村はその耕地を失って所謂密集的形態を備えておりまして当時の形態とは多少趣を異にしております。その他の市に於きましても即ち真和志市が純農村的村であったのが殆んど都市の形態をとっておりまして昨年市に昇格したのであります。そういうような十余年前とは状態を異にしておりますのでこれは私一個の見解と致しましては十余年前に唱えました豊見城村等を入れても尚且つ抱負には足らない感じを持つものでありますが曩に市の招聘により石川博士が来られまして都市計画の最高峰ともいうべき同博士の精密なる調査研究によりまして発表されました、あの亊項は夫々市議員の方々は勿論各界にも配られておりますので殆んど總てを盡されているのであります。寧ろ議会の方は新米の市長よりは詳しくその点を熟知しておられることと思うのでありますそういった意味で今回各議員からこうした議案を御提案になりましたことは我が那覇市のために誠に慶賀に堪えないのであります。私は本案が全会一致で以て決議されることを希望するものであります。

（金城棟義君出席）

○議長（真栄田世勲君）

金城議員出席で全員出席であります。

○大湾喜三郎君

先程提案者に貭問致しましたが改めて貭問致します。

御答辯を御願い致します。提案者に伺います。皆さんのお書きになった決議文でございますが「琉球の首都建設は」から五、六行目の「誠に遺憾に堪えない」という、それを前文と見て「首都建設は」から三行目の「再編でなければならない」というのが三市一村の目的、それから「我々は首都としての面積」から七、八行目の「確信するものであるといふのが三市一村の内容と解しているがどうかお伺い致します。

○城間康昌君

御見解の通り

○大湾喜三郎君

若しそうであると致しますれば前文に於て最初に琉球章典で琉球政府の首都は沖縄の那覇市とするという風に前文で謳ってありますがそのことは布令で決めてあるから我々はこの琉球章典に従って首都建設をしなければいけないのだそのためには三市一村を合併すべきであるという風に琉球章典を主眼にしてやっているのであるかどうかお伺い致します。

○城間康昌君

そういう意味ではありません。現在那覇市、真和志市、小禄村、首里市これは経済的にも地理的にも人口的にもどうしても一体とならなければいけないという石川博士の理論、又現状に即して結局、三市一村の合併をすべきだという風に謳ってある訳です。

○儀間真喜君

市長に伺います　先市長はこの議案に対する方針も発表されましたが聴くところによると市長はどうしてもこの三市一村の合併を主張されているように解していいかどうか、市長は選擧当時、合併することは短期間に於いてやるという風なことをおっしゃった筈と私は聴いております。その時に市長はどうしても三市合併を短期間にやらなければならないと言われているが若しこの合併が幸いに三市一村に議会が歩調を合わせた場合には非常に喜ばしいことですが最近、真和志の臨時議会、去った議会に於て、又報告書を読まれたあの状况から見た場合にどうしても三市一村を主張して居るようには理解せられないのであります。その場合に市長の態度です、どういう風に解されますか、

○市長（当間重剛君）

私は那覇市の執行機関として議会の意思を十分尊重したいと思います。

○宜保為楷君

提案者にお訊ねします。この合併問題を議題として出して戴いて有難うございます。私達も出す準備をしておりましたがこれを出して貰って喜んでおります。勿論我々は三市一村であろうが中山、北山、南山を造りたいです。そこにですね果して三市一村の議会が一致するかの問題です

若し一致しない時には如何なる方法によるか、又、それをさせる、可能性があるか、そこをちょっとお訊ねします。

○城間康昌君

只今の御貭議に答えます。中山南山北山、そんなことは只今の議会でいうべき筋合のものではないと思う。それから各議会が歩調を合せて出来る可能性があるかということにつきましては、あると確信してあると申上げます。何故ならば真和志の去った十八日の懇談会に於きましても全部が全部二市或は三市と打ったのでなくて、その中には二市でなければ二市一村又は三市一村ということを謳われている。従来迄の真和志の行き方は二市を謳っております。現在そこ迄真和志市が見解を進めて行ったことは結局この三市一村が近き將来に於て必ず実現するものと確信します。

○泉正重君

只今の四番議員の御答弁と関連しますので貭問を致します。特別に四番議員に指名して貭問致します。去った十五日真和志市議会の有志の一部から要請されまして真和志市並びに那覇市で議会の正副議長並びに各委員長が一応この合併問題について懇談致しました。その時の彼等の気持は大体三市までには大方譲り得るであらうという意思発表を致しております。且つ今日読上げられました、協議会の報告に於ても四番議員のおっしゃる通りあの線ははっきり固まっておりません。従いまして我々は、あの報告、あの懇談會の再調整を我々としてなすべきではなからうか少し性急な感じはしませんか、もう暫く時日を藉すというお考えはないかその点をお伺い致します。

○城間康昌君

時日を藉す余裕はないかということでありますが私はこれをこの間の懇談会に於ける進展を見ましてこれはどうしても我々の意思を発表しまして向うに聊かなりとも那覇市の態度をはっきりした方が早急の解決を得る道ぢあないかと思う、その後の問題は或は二十五番議員の泉さんなんかにお願いしたいと思って居ります。

○泉正重君

引続いてもう一辺お訊ね致したいと思います。斯かるが故に今日ここに議会に於て議決するという方法と一応この問題だけを取上げる特別委員会を設置してここ四、五日乃至一週間、再調整を試みる、その何れを取るべきかという点について御信念をお伺い致します。

○城間康昌君

結局この問題は泉議員と私と聊か見解を異にしているのぢあないかと思っております。私は一応は議会ではっきりしまして我々の能度を真和志市の議会に或は首里、小禄の議会にはっきり表明してからの問題じあないかと思う。そうすることによって二市の決意が固って来るのぢあないか或は二市は我々那覇市会は單に口先のみによって動いている実際の肚は、合併の意思はないということを懸念しているやにも聞いております。そこに我々ははっきり示しておいた方が今後の進展に於きまして得策ぢあないかと考えるのであります。

○泉正重君

一問一答の形で甚だ失礼でありますが然らば只今真和志市の協議会のあの報告これに答えるべくこの議会を直ちに協議会に切換えましてここで三市一村に対する方々の御意見及びその他の御意見をを開陳しましてそれを相手側の最も主導権を握るであろう真和志市議会に一應御示し下さるという肚はお持ちぢありませんか、と申上げまするのは議決されたのは動かすべからざることだ強行に、強引に押切るというよりも我々自体が斯くの如く三市一村若くは三市合併の決意は持っているのだ只今後これを如何に調整しスムースに実現するかの一点に掛っているのだからといった、そういう時日を四、五日乃至一週間で結構だと思いますがそういう気持はありませんか。

○比嘉朝四郎君

この問題は今日始まった問題でないしこれは十余年前からの現当間市長の多年の懸案であるし、又終戦後、故当間並びに又吉両前市長が全琉の首都発展の都市計画をなされその原動力による泊港の完成或は埋立或は三市一村を一貫する牧志県道の工亊も略々完成に近づきつつあります、それで斯様にして発展する那覇市は琉球章典による首都として現在の那覇市丈では余りに狭いのでありましてこの問題に対しては昨年二市二村合併研究委員会が設置され各市村の委員の方々が慎重に審議し盡されましてそれに石川構想の下に十二分に研究された問題であり既に小禄村議会でもこの三市一村を合併決議をやっている今日今更これを蒸し返し二市とか三市とかいう論議の必要はないと思います。だから速かに三市一村合併の上所謂不要の人件費を節減してこれによりなすべき亊業に充当して全琉の首都大那覇市を建設すべきだと思います

○大湾喜三郎君

我々も那覇市民を代表して参った以上三市一村のこの線が是であるか、一市一市が是であるかという結論をはっきり見出す迄は飽迄も不明解な点は貭疑申上げます。二市二村合併研究委員会が設けられて未だ結論を得るに至らないで誠に遺憾であるという風に思っておりますが、この得なかったのは委員会が三市一村の市村民が合併することによって如何に利益を受けるか或は大那覇市として繁栄するかどうかという具体的な資料、数字があったかどうか、そういう風な数字、資料を以て研究した結果、結論を得られなかったかどうかを提案者にお伺い致します

○長嶺将真君

私は二十三番議員にその前に伺いたい。私達は三市一村が大那覇市の住民にとっていいという結論を科学的にその道のの権威者から求めて自分達は発表しているのであります。私は二十三番議員は恐らくそれに反対だろうと思う。反対であるならばその反対がいいという権威者の結論を求めたかどうかこれを伺います。

○大湾喜三郎君

貭問に対する貭問の答弁になる訳ですが・・・　現在の那覇市の労働者の実態、那覇市の経済界の困窮した姿ひいて都市計画の行き詰り、替費地の処分が進捗していないし、泊港から上る税外収入使用料が未だに予算から喰い違っているという風な見解から致しますれば三市一村を合併した場合、これに対する都市計画の在り方に対しては非常に不安を抱くのでありますその意味合から私はもつとこれを研究し三市一村がいいか那覇市、真和志が早急にすべきであるかということはこの席上で十分検討しなければ直ぐ决議する訳には行かないのであります。

○大城鎌吉君

当局にお聴き致しますがこの三市一村を合併致しましてその後の都市計画に対しましての民政府或は琉球政府から何パーセント位の補助が出るということがはつきりしておりましょうかどうかお伺い致します。

○市長（当間重剛君）

只今の五番議員（大城鎌吉君）の御貭問に併せまして今までの他の議員の御貭問についても市当局としての意見を申し上げた方がいいかというような点もありますので附加えて申し上げたいと思います　只今の御貭問は今六百万円の琉球政府からの補助申請を致しておりまして行政府の諒解は得ており予算案には計上されているのであります　それから民政府からの補助という問題は未だ触れておりませんが私出来ることであるならばつまり那覇市の戝政が持ち得ることであるならば補助金なくしても出来るものがあるのぢあないか　例えば先程の御貭問がありました通りに都市計画の完成には相当の金がかかる替費地も売れないぢあないかというようなことは経済上の問題でもございますが又市の戝政から生れて来るのもある訳であります。その点につきまして、民政府との折衝は那覇市は沖縄中でどっちかといえば他の市町村に比べて戝政的にも必ずしも貧困ではない從ってどうしても補助をして貰わなければならないものがあるかも知れないが出来る丈自分の力で出来るものはやりたい　その他は那覇市ばかりでなくして、全市町村の總ての亊業について認めて貰えるものがあるならばこれに対する復興金庫の資金の融通を低利で或る期間その金を裾置き更に償還期限を延長する　そうすることによって我々は、自分達の力でもって自分達の村や街を復興して行くという線を堅持したいということを民政官と懇談したのであります　それは勿論公共亊業ばかりでなくして住民一般の復金の案件も同時に緩和しなければ我々の計画は果せないということを申しましたのでブラムリー准将はそれについては目下檢討中であると言っておられるし最近発表されました校舍復興についての発表もその一部だらうと私は信じているのであります從って市の補助の問題ははっきり出しておりませんが市の能力によって出来ることにつきましては、民政府は十分なる協力をして行くものと固く信じているのであります。尚三市一村の合併につきましては実は私が出馬した当時の方々にお約束したのは、三市一村の線で進むことが出来るならば私は推選を受理しようということを申しました　從って私の出馬の第一の決心をせしめたのは即ち三市一村であります　更に選挙最中に私のために那覇市に於いて即ち三市一村の多数の議員の方々が私の推選をして戴きましたことは即ち三市一村の議会は那覇市の提唱するところの三市一村につきまして全面的に協力を惜しまないという風に私は解釈しておったのであります。從って当時の私の立候補の御挨拶の中にはそういう雰囲気の中に選挙に出ることは非常に幸であるということを市民の各位に申しているのであります。そういった意味に於いて市の理事者と致しましては前回も申しましたように全会一致でもってこういう決議が望ましいのであります

○大城鎌吉君

市長の説明よく分りました。現在の補助六百万円は、大体目鼻がついている私もこう考えているのであります数字に現しての計算はちよっともやったことがございませんが何処の都市に参りましても大きな都市は必ず樂であります　小さな農村は何処に行っても税率が高いように承っております。三市一村を合併致しました場合には必ずよくはなりましても悪くはならないのぢあないかと、私は大雜把な考え方でそういう風に見ております　だから補助も出来る丈のことは民政府にも琉球政府にもお願い致しまして補助を貰えるなら貰って貰えないことであるならば自力でもって借入してでもやって行くそうしないと三市一村が合併しましても金を作って儲かって、この事業を起すということになりますと現在の議員の方々も生きておられる方は何名ですかということも考えられるのであります　早く大きな都市を作り立派な施設をしまして日本内地に見ることも出来ないような施設もやって立派な都市にして世界各国からの人が出入り致しましても恥しくないような都市を作りたい　こういう風な考をもっております。若しも三市一村と一村を入れるのが先ず真和志市が反對であるという場合にはもう少し考え様はあるのぢあないかと思います　止むを得ない場合には、三市合併致し新しい市長が生まれました場合には、直ぐに小禄村の合併は樂に行けるのぢあないかと考えております。成る可くならば三市一村であるが長引くようであれば、今年の九月迄にも出来ないという風なことでありますればこれは三市丈先に合併致しまして小禄村はひつつけるという風な行き方も考えて行く必要がありはせんかとこう思っております

○議長（真栄田世勲君）

議長として注意致します、質疑でありますから簡潔にお願い致します。

○新垣松助君

我々十七名は大都市計画の見地から三市一村を目標に致しまして國際都市を早急に拡張する意味から是非ともこの三市一村を今提案している訳でありますが、各位は熱辯を揮って各意見をここで発表しておりますけれども、この問題は一週間も二週間で論議は尽きないと思います。依って一市一村説は何名であるか三市は何名であるか、三市一村は何名であるか、それを決めて貰っては如何ですか。

○宜保為楷君

只今の議案を提出された方々にちよっとお訊ね致します。この提案をされる前に具体的の資料も沢山集めて提案されたと思っております、又三市一村の議會が公式に折衝は何回されたか、その公式に會われた回数と、それからどういうお話であったかそれをお訊ねします。

○辺野喜英興君

ありません

○泉正重君

只今動議を提出致します、と申上げるのは亊重大であるが故に愼重に論議を斗わせております、そのためには飽く迄も議亊法に從わなければいけません。只今質疑應答の間に何時の間にか第二讀會の討論に入っております。私は當選直後から讀會式で行くことを要望したのであるが、議長は從来通りでやらして呉れとおっしやっております、何れ、從来通りのやり方にしても質疑はこれで打切ってよろしいか、採決して、始めて討論に入らなければならない、若し質疑で以てこれを討論に移るということになるとその案件は第一讀會に廃案になるのであります。それをいきなり第二讀會にもって行くのは無駄であります　斯かる故に十一番議員（新垣松助君）の直ちに採決を要求をしている　その要求を取消して貰いたい。

○新垣松助君

これは取消は出来ない、それは要望である、例えばこの決議案に反対するのもある、それは何名であるか、一市一村が何名であるか、三市が何名であるか、三市一村が何名であるか、そういうのをここで調べる必要があって表決して貰いたいというは十一番議員の発言権の、権利であります

○泉正重君

議亊法を基にすると議會を冒涜しております、そういう意思であれば直ちに協議會に切替えてそこで、あんたのおっしやる方法が取れるのであります、飽く迄も議會を運営して行き乍ら第一讀會を終了しないで第二讀會にも入らない讀會省略の決議もしないで直ちに表決しろというのは議亊法違反であると申しているのです。

○議長（真栄田世勲君）

貭議がなければ質疑終局の採決をして御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議ないと認めます、依って採決に入ります、貭疑終局を可とする者は擧手願います

（挙手多数）

○議長（真栄田世勲君）

挙手多数であります、依って貭疑終局、討論に移ります。議長として希望します。討論は簡潔に、賛成か否か、その他、自分の意見はこうであると簡潔に願います、この三つしかありません。御意見を伺います。

○泉正重君

既に私の討論で申し上げたいと思ったことは先程の貭疑應答の中で意思は十分お酌み取り願ったと思うのであります。四番議員（城間康昌君）がおっしやる通り泉と城間議員は見解を異にしている。私には曩の報告書によって真和志市の態勢が仄かに見えているといった程度であって、あれで凝結しているとは考えておりません。ここで私達の最後の線を打出して向うに御挨拶を申上げることは早急のように感じますので私自身表決に加わることを遠慮致しまして退場致します。

（泉正重君退場）

○浦崎唯治君

私は先ず第一に合併問題は那覇市の意圖を各市町村にはっきりさせ、それによりまして真和志市がどうしても三市一村で行けないというならば理亊者に委して行きたいと思います、原案に賛成するものであります

○阿波根直英君

先立って真和志市の議員の方と那覇市の代表と懇談致しました場合、私は據所ない用がありまして少し遲れて参りましたが、それでも後で結論的な雰囲気は分ったのでありますが、要するにあの場合の雰囲気からしますとせいぜい三市位といったような線にしか行けない。努力しても行けない。本當は両市であるがせいぜい三市迄は行きそうだという、そういうところを有耶無耶にして長いことやっていたんでは結局我々が今まで研究に研究を重ね論議して来たこの三市一村の合併問題を言々するより仕方がなくなる　それでこの際最も大事なことは我が那覇市に於ける我我議員の態度を十分に自らも確認して、そして又これを他にも知らしめる必要があると思うのであります、この際これを動かすべからざるものとして我々が決議しなければ色々とそこに策が入ったり、小策を弄されたりすると飯櫃なものになって行く虞れがある、それでこの際我々は毅然としてこれを決議してその線に何処までも進むという態度をとりたいと思います、そういう意味で原案に賛成致します。

○儀間真喜君

この問題は最初から重大な問題であることは御承知の通り真和志市の議決もはっきりしない、那覇市議會が若し決議して將来真和志市がこれに反対された場合にはこの決議は無駄になることである、依って僕は真和志市議會がはっきり態度を決めて、そういったものを見た上でこの決議案に賛成したいと思います

（議場騒然となる）

○阿波根直英君

琉球章典にも謳ってある通り琉球の首都は那覇市である、那覇市は主導性を持つべきである、それで一歩も二歩も譲って来たのである、最初からくたばってはいけないから二市二村合併の委員會にも何辺も出たが常に譲歩して来た、この際我々は一歩も譲ることは出来ない。誰が何んと言っても譲れない。

（金城兼市君　退場　宜保為楷君　退場　喜久山朝重君　退場　糸数昌秀君　退場　儀間真喜君　退場　大湾喜三郎君　退場）

○議長（真栄田世勲君）

討論終局、表決に付することに賛成の方の挙手を願います

（挙手多数）

○議長（真栄田世勲君）

挙手多数であります。依って左様に決し三市一村の合併について決議案第一号を表決に付します。本案原案を可とするもの起立願います

（全員起立十八名）

○議長（真栄田世勲君）

起立十八名であります。依って日程第三の三市一村合併について決議案第一号は多数十八名の賛成を得まして原案通り可決致します（拍手）

――― ― ―――

（泉正重君　入場　金城兼市君　入場　宜保為楷君　入場　喜久山朝重君　入場　糸数昌秀君　入場　儀間真喜君　入場　大湾喜三郎君　入場）

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

次日程第四泊港臨港区域（南岸）の地区及び地域制定について、諮問第二号及び日程第五の泊埋立地受入について　諮問第三号は相関連する問題でありますので一括議題と致し特別委員長の同委員會における審査経過並びに結果の報告を求めます

――― ― ―――










答申案

答申案第一號

泊港臨港地区内（南岸）の地域及地区制定について

一九五三年十二月八日提出諮問第二號に係る首題の件本議會の意見左の通りであります。

　１　泊港臨港区域内の地域及地区制定に関する根本問題の泊港將来の目標は飽くまでも商港兼漁港とすべきである。

　２　倉庫地区について、その面積四、一三〇坪七合の確保はこれを認める。但し、これが受入借置については、添付図面の同地区内貫通道路以北（埠頭用地側一、九九四坪八合一勺）から先にし、當該道路以南（二、一三五坪八合九勺）は住宅地域若しくは倉庫地区の何れにも切換できる様、泊港管理運営上の必要度に應じ伸縮性を持たせること。

　３　工業地域については計画面積を三分の一程度に縮少し、残余面積を住宅地域に増加すること。

右答申致します

一九五四年一月　日

那覇市議會議長

真栄田世勲

那覇市長

当間重剛殿










答申案

答申第二號

泊埋立地受入について

一九五三年十二月八日提出諮問第三號に係る首題の件については左の要望意見を附し、原案通り實施せられたい。

　１　受入委員會委員中の學識経験者については軍用又は公共用のため土地を失った各地域の地主中からこれを選任すること

　２　受入委員會は可及的速かにこれを設置して貰うこと

右答申致します

一九五四年一月　日

那覇市議會議長

真栄田世勲

那覇市長

当間重剛殿










○特別委員長（泉正重君）

只今議題となりました諮問第二号及び第三号について特別委員會における審査の経過並びに結果を報告申上げます、御手元に差上げてあります答申案の第一号を讀上げて見ます

（答申案第一号朗讀）

こういう特別委員會の答申になっておりますがこれを具体的に経過報告を申上げますと時間が経ちますので非常に簡明に申上げます、特別委員會では泊港の性格について十分なる論議を斗わしております、ある人達は那覇港の浚渫或は拡張が済みました後に糅てて加えて軍工事がだんだん減少して行きます今日の傾向からすると將来那覇港丈で十分なる貿易港を務める結果になる從って泊港は主として漁港であるべきだ　こういう考え方と漁港一点張りの施設をした後で思い掛けなく泊港が商港として運営しなければならない場合にその切換えが困難である從って一應は漁港兼商港としての施設をして置けばどちらへ転んでもスムースに行けるのぢあないか、こういった纒め方で最後の意見は全員一致で以て泊港の性格を商港兼漁港ということに決定した。その基本線から致しまして倉庫地帶に対して斯かる論点から一應北側から割当を致しましてその商港としての発展性に伸縮相呼應してこちら側へ伸ばして行くという風なつまり伸縮性を認めて下さるようにやって貰いたい、それから工業地域でありますが、これは当局のお考えの殆んど三分の一の面積になっている。これにつきましては將来泊の北の方を埋立て、そこへ出来る丈工場施設をやって貰いたい。出来る丈三分の一程度で工業地域を圧縮することによって次の陳情とも相関連致しますが住宅地域に割当てた分が余りに狭小であります　何分の一にも足りないという状態でありますので出来る丈住宅地域を廣く取って貰いたい、こういった意味に於て特別委員會では全員一致した意見になりまして先程の答申案を作成しております、どうぞ本會議に於いてよろしく御審議をお願い致します。

それから次の泊埋立地受入の諮問第三号につきましては原案の計画通り実施して貰うことに諒承したのであります、本委員會としては二つの要望意見を付して答申することになったのであります、即ち受入委員會委員中の学識経験者と謳ってあります、これは軍用又は公共用のために土地を失った各地域の地主中からこれを選任すること、もう一つは受入委員會は成可く早く設置して戴きまして色々の要望がございますので、その土地に対する受入の要望がありますのでこの要望もこの受入委員會に於て処理して貰いたいという意味に於てこれを早急に設置して貰いたいということを要望したのであります、両諮問案とも一括致しまして一つ御審議の上御賛同を願いたいと思うのであります。

○議長（真栄田世勲君）

お諮り致します、答申案の第一号、第二号は既に特別委員會に於て十二分に検討されて出されたと思います、就いて貭疑討論を省略し原案通り可決することに御異ありませんか、

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議がないと認めます。依って質疑討論を省略し特別委員長の報告による答申案の第一号、第二号を原案通り可決致します。

――― ― ―――

○泉正重君

本員は十二月の議會に於きまして動議として提出されました日本復帰決議要請に対する件の取扱いでございますが非常にあれは苦しかったのであります、然し個人なら黙って返亊をしないということも許されますが苟くも那覇市議會ともあるものが唖の如く黙っていたということでは甚だ怪しからんという意味で申上げたのであります。非常に苦しい言い方をしてタイムスからも野次られましたが今日この議會で取上げるべきものであるかどうか或は一月中に更にもう一回当局では臨時議會を持つ積りであるか、その意思なしとするならば私は動議として取上げなければならない責任をもっておりますので市長に伺いたい。

○市長（当間重剛君）

今月中には臨時議會はございません。

○泉正重君

あの日本復帰期成會という名前であれから那覇市議會に向って日本復帰に関する件をもう一ぺん議決して呉れとこういう要請がありますので、それで私来年の正月の臨時議會では必ず取上げます。こういう約束を致したのであります　從いまして当局のおっしゃる通り今月一杯に臨時議會を持つ意思がないとはっきりしておりますのであの問題をこの場で取上げなければなりませんが、あの復帰期成会からの要請を取上げまして議題として取上げて宜しいかどうか、それをお諮り致したいと思います。

○議長（真栄田世勲君）

只今二十五番議員から、祖国復帰期成會から要請に係る日本復帰決議についてを本日の議亊日程に追加方の緊急動議が提出されましたが如何致しますか。

○儀間真喜君

私もなるべく期成會からの要請に対する措置は那覇市議會においてもう一辺やって貰いたいと思います。左様取計われんことを望みます。

○議長（真栄田世勲君）

それでは沖縄諸島祖国復帰期成會からの日本復帰決議要請についてを本日の議亊日程に追加致し日程の順序を変更し、日程第六と致し以下日程番号を繰下げ左様取計うことに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議ないと認めます。依って左様に決しました。只今追加せられました日程第六の沖縄諸島祖国復帰期成會からの日本復帰決議要請についてを議題と致し発議者の趣旨説明求めます。

○泉正重君

只今議題となりました日本復帰決議要請について私見を申し上げたいと思います。もう既に世論もはっきりしております今日この議會に於きましてもこの問題につきましては泉個人と致しましては決定的な最後的意見を開陳出来る。こういう信念をもっているのでありますが、或は皆さんの意見に多数の御意見があれば委員會を設置致しましてもう一応再検討を加えるということも必要かと思います。今朝の琉球新報によりますと宮古の祖国復帰会長下地敏之君、流石法律に明るい人は、會長を辞任致しております。つまり今日日本復帰運動をなすべき時期ではない、復帰し得る時期には必ず復帰出来るのだ、結局そんなことは骨折損だというオグデン少将の声明を受けた関係もあって會長を辞任しているという状勢が既に今日我々の近くにある今日既にハッキリしておりますが、然し物事には愼重ということがありますので若し委員會にお委せ下さるということであれば然るべく取扱っても結構であります。動議を提出致しました。本員の意見を申し上げまして皆さんの御採決にお委せ致します。

○城間康昌君

只今二十五番議員の宮古の期成會長の辞任問題を引例にされましての御説御尤もと思います。これは先ず我々地方議會の取扱うべき筋のものではないのでありますし、又我々としては現在置かれた状勢が既にこれを云々すべき時期でもないのぢあないかということを確信しております　これは委員會付託にするというよりもこの場に於て決めた方がいいんぢあないかと思うのであります。

○議長（真栄田世勲君）

四番議員は本問題は地方議會において取扱うべきものでない、又現在置かれた状勢からこれを云々すべき時期でもない、直ちに採決して呉れとのことでありますが、四番議員の御意見通り議會において論議すべきにあらずとして可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議ないと認めます。依って左様に決しました。

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

次日程第七垣花復興期成会提出の泊埋立地使用割当に関する陳情についてを議題と致し特別委員会における審査の経過並びに結果の報告を求めます。

○特別委員長（泉正重君）

只今議題となりました垣花復興期成会提出の泊埋立地使用割当に関する陳情について本特別委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告申し上げます。この陳情書につきましては本来ならば常任委員会の建設委員会で審査すべき筋合のものだと考えますが去る三十一回議会に於いて本特別委員会に付託されました泊埋立地受入の諮問第三号に関連するという問題であるから議長から本特別委員会に付託されたものでありましてどうぞ誤解のないようにお願い致します　陳情の要旨は垣花、住吉、山下三町が終戦後、軍用地として使用せられ、これら町民は永久に自己の所有地に帰ることが絶対不可能の状態に陷っているところで当初泊の埋立地に旧垣花の町民を入れるということが前民政副長官シーツ閣下と当間重民氏との間に取交しがあったということを承っております　このことは又既に那覇市概觀にも公的記録として記されている　それでこの際この埋立地に三万坪の住宅商業地域を求めたいというのが要旨であるが坪数を指定している陳情であるが故にこれは今後結成されるであらう受入委員会で処置すべきものでありまして本特別委員会としては、これを採択致しまして泊埋立地受入委員会に送付し処置せしめることに可決致したのであります　旧垣花住民の受入については全面的に承認致しましてその坪数の割当につきましては、その委員会で然るべく処置して貰いたいという風に私達の委員会では、全員意見が一致したのでございますこれもその通りに採択願えれば結構だと思います

○議長（真栄田世勲君）

只今の特別委員長の報告通り本陳情書はこれを採択し今後結成される泊埋立地受入委員會に回付して措置せしめることに可決致して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議がないと認めます。依って左様に決しました。

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

以上を以ちまして、案件、全部終了致しました。今議会は、短時日の間に重要な問題を審議して戴きまして議長として衷心より感謝に堪えない次第であります。これを以ちまして今期議会を閉會致します

――― ― ―――

○市長（当間重剛君）

都市合併についての議会の意思を決定されまして誠に感激に堪えません。残された問題は真和志市及び首里市の議会の在り方であります。吾々理事者としては議会の御意志を十分尊重致しまして、極力その実現に邁進したいことをお誓い申し上げるのであります　尚諮問につきましても適当に御答申を戴きましたことを感謝致します。出来る丈早く委員の方々の委囑若しくは、任命を致しまして、早期にこの委員会を結成いたしこの割当を十分を期することは出来ないかも知れませんが適当な方法を講じて行きたいと思います　今日は誠に有難うございました　厚く御礼申し上げます

（午後三時二十八分閉会）
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